
製品名 UT-200f-J2(USB)-W2

機器種別 自律動作W2モデル

対応タグ通信規格 ISO18000-63/ EPC C1G2

周波数 920.6～923.4MHz （15チャネル）

RF送信出力※1 200mW (13dBm～23dBm 1dBmステップ)

チャネル選択機能 チャネル固定、グループチャネル選択

アンテナ 内蔵（円偏波）

上位インターフェース
USB 仮想COM （コネクタ：miniB）
FTDI社USBドライバー使用

電源 USBバスパワー

外形寸法 125.6×155.6×25mm

対応OS
(USBドライバ※2)

Microsoft® Windows® 11

対応規格 ARIB STD-T107,RoHS

標準提供形態 受注生産 1式～

自律動作モデル

※1  USBバスパワーの駆動能力により送信出力が低下する場合があります。
※2  その他の対応OSについては、FTDI社のホームページをご参照ください。

製品名 UT-200f-J2(USB)-W2

構成品
本体
「自律動作W2モデル用ツール」(HPからダウンロード): セットアップガイド、取扱説明書、設定変更アプリケーション、
API(USB接続時リセット用) 

開発環境（API使用時） Microsoft® Visual Studio® （Visual C++,Visual Basic .NET, Visual C# .NET）

■付属品
本体のほか、「自律動作W2モデル用ツール」一式が付属します。

■製品仕様 ■外形図

自動読取・通知 アンテナ一体型UHF帯RFIDリーダ

■920MHz帯RFID特定小電力機器
 無線機器の登録が不要なモデルです。

■自律型動作で制御不要

   電源投入で自律駆動し、検出タグのIDを通知します。

 上位機器は、RFIDタグアクセスの制御が不要です。

■通知様式が単純で導入が容易

 リーダからの通知はターミナルソフト等で単純な文字列として受信ができます。

 通知種類は、タグID通知の他、距離センサー検出、死活監視、エラー等があります。

■読取り領域のEPC・TIDを選択可

 タグの読取り領域を[EPC]または[TID]を選択できます。

■重複データを抑制

 読取りしたタグIDを管理し送信済のタグデータの通知を抑制出来ます。

■死活監視用ハートビート送信・タグアクセス機能確認機能

 リーダ動作を把握するための機能を実装しています。
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●自律動作
・電源投入で自律駆動で起動し、RFタグの読み取りを開始します。
・自律動作中の上位機器からのコマンドはリセットコマンドと動作停止コマンド、LEDのON/OFFコマンドのみ受け付けます。

● タグデータの通知
・RFタグのEPC領域（またはTID)を読み取り上位機器に送信します。(TIDは12byte固定)
・ターミナルソフト等で単純な文字列として認識可能なASCIIコードで送信します。
・EPCデータの先端に「AFXE:」、終端には「¥r」（CR文字）を付加し、データ内容の特定が容易です。

● LED
・タグID通知時にLED(IOポート6)が約2秒間点灯します。上位からLEDを消灯制御することで、上位が受信したことをLEDで確認できます。

●重複データの送信抑制機能
・読取りしたタグIDを最大10個まで管理し、送信済のタグデータは上位機器に送信しません。(抑制機能ON時)
・常時読取時：タグが1枚も読めない状態が続くと管理データは破棄されます。（センサー無効設定時)
・外部機器連携時：検知から外れ読取りが停止したタイミングで管理データは破棄されます。

●死活監視用のハートビートを送信
 ・上位への通知が1分間無い場合は上位機器へ『AFXK:<CR>』を送信します。(死活監視機能ON時)

●無線系統の正常動作監視機能
・アンテナケーブルの断線やアンテナの故障等、無線系統の正常チェックのため監視用のRFタグ(ダミータグ)をアンテナ近傍に設置し

定期的に読取りを確認することで監視できます(監視用のRFタグは通知しません) (無線監視機能ON時)

■動作仕様

通知 データ

タグID AFXE:112233445566778899AABBCC<CR>
※EPCが12233445566778899AABBCCの場合

ハートビート(死活監視) AFXK:<CR>

異常 無線系：AFXD:ERROR<CR>、センサー:AFXS:ERROR<CR>

■通知例

内部仕様（社内向け
●自律動作

・電源投入で自律駆動で起動し、EPCデータの読み取り開始します。
・上位機器からの制御は不要です（上位機器からはリセットコマンドのみ使用可能）
・設定アプリや、FWアップデート時の停止方法←コマンド、タグ？

● タグデータの通知
・タグのEPC領域（最大16Byte）を読み取り上位機器に通知します
・ターミナルソフト等で単純な文字列として認識できるASCIIコードで送信します
・EPCデータの先端に’AFXE:’、終端には’¥n’（改行コード）を付加します。
例：AFXE:112233445566778899AABBCC<CR>

●センサー連携動作
・距離センサーと連携し、設定範囲内(検知)にある間、EPCデータの読取りを実施
→下記のような動作の需要がありそう
範囲に入る(読取開始)

→①範囲外で即停止
→②範囲外後一定時間で停止(物が小さくて検知しづらいものとかに有効そう）
→③一定時間で停止（範囲外に出る出ないは関係なし）
設定距離は3段階で調整できます。（どうやって？）
これだけのためにWindowsアプリと接続するとしたらめんどう。 

 検知のIN、OUTを上位に通知できます。 IN：AFXS:ON<CR>、OUT:AFXS:OFF<CR>←設定可能？強制？
●検知中は、読取ったEPCを最大10個分管理し重複するデータを送信しないようにできます。 ←設定可能？強制？

破棄するタイミング
センサー使用時：範囲外にでて動作停止したら
常時動作：タグが読まなくなったら（チャタリングが必要？）
●死活監視(キープアライブ)に上位にハートビートを通知
 出力通信が無い間は約1分に1回上位機器へ AFXK:<CR>を通知します。
1分固定で良さそう？

1分に一回はタグ(ダミータグ)の読取を行って、正常なことを確認してから送ること。
(距離センサは常に見てるので異常時は復旧処理）

●上位からRFIDリーダーをリセットするWindows用API（dll）を提供
離れた場所からUSBケーブルの抜差し無しでリーダ・ライタのリセットが可能です。

復帰を確認できる方法が必要。ハートビート待ちだと1分に一回。

●各種設定値をリード/ライトできるWindowsアプリを提供
●無線系統の正常動作監視機能
アンテナケーブルの断線やアンテナの故障等、無線系統の正常チェックのため監視用のRFタグ(ダミータグ)をアンテナ近傍に
設置し定期的に読取りを確認することで監視できます(監視用のRFタグは通知しません)
エラー時はAFXD:ERROR<CR>を送信し通知します。

●センサーの正常動作監視機能←不要かも
 距離測定で異常が発生したら、まずは自己解決、I2Cのリセット、
それでもダメな時のエラーコードは必要と思います。・無線系統のエラー(ダミータグが読めない)：AFXD:ERROR<CR>

リーダからの通知例です。
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■設定変更アプリケーション

アプリケーション画面例です。

株式会社アートファイネックス

本社 〒916-0037 福井県鯖江市上河端町6丁目1番地の33

東京 〒101-0047 千代田区内神田1丁目7-4 晃永ビル5階

TEL (0778)54-8085

TEL (03)5244-5280

製品の仕様、デザイン、外観は改良のため予告なく変更する場合があります。

RFIDに関する情報をお届けします
URL https://artfinex.co.jp/ E-mail info@artfinex.co.jp

製品に関するお問合せ・ご相談は<東京>営業部までご連絡ください。

仕様・外観・製品構成は、改良のため予告なく変更する場合があります。最新の情報につきましては、弊社のRFIDサービス・製品情報ウェブサイトでご確認ください。
本製品は電波を使用したRFID機器の読み取り・書き込み装置です。そのため使用する用途・場所によっては、医療機器に影響を与える恐れがあります。本製品を運用する際は、総務省、（社）日本自動認識システム協会及び関
係団体の定める運用ガイドラインをご確認の上、適切にお取扱ください。「各種電波利用機器の電波が植込み型医療機器へ及ぼす影響を防止するための指針」 総務省（報道資料）：平成27年8月
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